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はじめに	
 
トピックの質問は「今の若者の結婚観は昔の人と比べて、何が変わったか」。去年の春、私は

「逃げるははじだが役に立つ」という日本のドラマを見た。主人公森山さんは専業主婦として	

“就職”	することになった	。こういう不思議な関係はおもしろいと思う。このドラマは「専業主

婦の家事は価値がある」と伝えている。私はこれから、日本の若者の結婚観を調べたいと思っ

て、このトピック選んだ。	

	

結論は以下のようだ。今の若者の結婚観は変わった。全然結婚したくない女性の数は増えた。

今の女性は労働者になりたくて、男性の中には家庭主夫になって、家事をする人もいる。昔の

人たちと比べて、新しい世代の人はもっと女性の意見を尊重している。	

 



 
2017年春学期 
上級日本語Ⅱ 

2 / 9 

1 日本の若者の結婚観の調査 
1.1 若者は何歳に結婚したいか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	 	 図１	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図２ 
 

図１と図２はは 2016年までの全国平均における男女別平均初婚年齢のグラフだ。最新値とな

る 2016年において平均初婚年齢は夫は 31.1歳で、妻は 29.4歳だ。前年 2015年分と比べると

それぞれプラスマイナスゼロだ。前年、前々年で変わらずの結果ではあるが、1950年(夫 25.9

歳、妻 23.0歳)と比べると、大体 5年ほどのプラスとなる。	

	

これにはいろんな原因がある。一つ目は中長期的には男女間の価値観の移り変わりだ。「東京

テレビ」の調査によると（図３）、今の世代の中で結婚したくない人がふえた。「東京テレ

ビ」は２００８年と２０１５年に「２０代	 結婚願望の現状」という調査をした。２００８年

の時、結婚したくない人は１０．１パーセントだった。２０１５年の時、結婚したくない人は

１７．８パーセントだったので、７．７パーセントふえた。若者は自由に生きていく方が楽し

い人生を送れると思っている。	
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図 3 

二つ目は金銭的なことだ。子供の教育費と生活費が増えたのに、今の若者は昔の世代と比べ

て、給料が低い。だから、子供を育てるのは今苦難になった。	

	

三つ目は社会環境の変化の影響だ。今は仕事がメインになって、恋愛が要領よくできない。大

学を出てから働く人も多いので、現実的に考えれば、昔より２０代で結婚するのが難しい。さ

らに晩婚化は出産時における女性への負担を重いものとするので、多種多様な問題点がある。	

 

1.2 今の若い女性は 結婚しても仕事を続けたいか？ 

 
図 4 

今の若者は専業主婦にくらべて、会社員になりたい。結婚しても仕事を続けたいかどうかにつ

いて各世代に聞いてみたところ、ほぼ 70～80％の人が仕事を「続けたい」「どちらかと言えば
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続けたい」と答えていた。「16～18歳」の世代では半数以上が「続けたい」を選択。10代の

若者にとって結婚はもちろん、仕事への意識も高いようだ。	

	

経済的に不安があると、結婚して子どもを産む、という決断になかなか至らないと容易に考え

られる。しかし結婚して子どもを持ちたい、と思う人がいる一方で、仕事や趣味を充実させる

ため、結婚しても子どもを産まない生き方を選ぶ人も増えてた。セクション２.３で詳しく述べ

る。	

 
図 5 

今の若者の中では、共働き希望派が多い（図 5の調査によると）。一つ目の原因は金銭的なこ

とだ。お金が多ければ妻は専業主婦になってもらいたい。28歳男性はこう言った。『やっぱり

自分の年収のことを考えると、妻には働いてもらわざるを得ません。と言ってしまうと情けな

い気持ちになりますが、現実に目を向けると家計が苦しくて……。自分の稼ぎがもっと多けれ

ば、専業主婦になってもらいたいのですが』	

	

二つ目の原因は働いている妻の姿が好きだ。『もともと、付き合っているころから、妻は働く

のが好きだったのと、働いている姿がキラキラと輝いていましたので、結婚後もぜひ仕事は続

けてもらいたいと考えていました』（32歳男性／ショップ店員）	
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1.3 平均初婚年齢と母親の平均出産年齢は変わったか？ 

	
図 6	

２０１１年度の平均初婚年齢は上昇傾向で、第 1子の平均出産年齢は 30.1歳となった。１９８

０年から 3.7歳増えた。	

30歳を過ぎてからの結婚や出産もめずらしくなくなってきた、その背景には、女性の仕事力が

以前よりも認められ、職場で戦力として求められるようになったことや、不景気による経済事

情などから、結婚しても簡単には仕事を辞められないといったことも考えられる。つまり、女

性の意識や社会の変化が晩婚化につながり、結果として妊娠・出産年齢の上昇や子供がなかな

かできない人の増加をまねき、「妊活」という言葉も出てくるようになったわけだ。	

	
1.4 今の若い男性は育児をするか？   

図 6 
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図 7 

育児の場では、男性はいまだに子供を育てる者としてみとめられていない。厚生労働省の人口

動態調査によると、女性の育児休暇習得率はおよそ八割だった。男性の育児休暇習得率はずっ

と２％以下だった。男性はほとんど新生児の育児をしない。六歳未満児のいる男女の育児、家

事関連時間調査にとると、女性の育児時間は４時間で、男性は二十分だ。日本の男性はまった

く育児参加をしない。	

	

でも、若者の考え方は少しずつ変わっている。今「妊娠体験」というキャンペーンは状況を改

善するために実施している。男性に「仕事と生活の両立」を大切にすること、また、子育てに

優しい職場づくりを啓発していくという。妊婦体験をした男性は、女性の大変さを実感した、

家事や育児に積極的になる。	

	

そんなキャンペーンがあれば、若い男性は昔の世代と比べて、もっと育児をすると思う。	

図８ 
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「知事が妊婦に。」図９ 

 

図１０ 

1.5 日本と中国の若者の結婚観の比較 
中国の女性の中では、働く人が日本より多い。社会は「女性は働くべきた」という考え方が持

っている。育児のために、女性は男性よりもっと時間をかける。でも、中国男性がかける時間

は少し多い。別の方面は日本と同じだ。今の若者の結婚年齢は以前よりあがったが、若い世代

は少しいい方向に変わった。	
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2 おわりに 
2.1 詳しい結論 
今の若者の結婚観は変わった。	

若者の結婚年齢は 1950年と比べると、大体 5年ほどのプラスとなる。晩婚化になった。	

今の若い女性は	結婚しても仕事を続けたい。仕事への意識も高いようだ。夫はこんなやり方を

支える。今の若者の中で、共働き希望派が多い。一つ目の理由は金銭的なことだ。二つ目の理

由は働いている妻の姿が好きなことだ。	

今の若者の平均初婚年齢と母親の平均出産年齢もあがった。２０１１年度の平均初婚年齢は１

９８０年から 3.7歳増えた。女性の意識や社会の変化が晩婚化につながり、結果として妊娠・

出産年齢の上昇や子供がなかなかできない人の増加を招いた。	

今の若い男性は育児をほぼしない。でも、いい方向になっている。今「妊娠体験」というキャ

ンペーンは状況を改善するために実施している。そんなキャンペーンがあれば、若者の男性は

昔の世代と比べて、もっと育児をすると思う。	

2.2 提案-提言 
子供の教育費と生活費が増えた。今の若者は昔の世代と比べて、給料が低い。今仕事をしてい

る女性はたくさんいるし、「育児休暇を取れば周りに迷惑がかかる」を考えている女性が多

い。政府は仕事と子育ての両立支援など子供を生み育てやすい環境づくりに向けての方策をた

てているが、児童福祉の理念の普及・啓発のための各種事業及び行事もするべきだ。「妊娠体

験」のようないうキャンペーンはもっと実施したほうがいい。	
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